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１．問題設定

（１）本プログラムについて

　本報告は、筆者らが2018年度に実施した「探究的な学習」の学習プログラ

ム試行についての記録である。本プログラムは、古写真をもとにその場所が

現在のどこか探し当てる学習活動を基本としているものである。筆者らはこ

の学習活動を図書館や博物館での事前調査とフィールドワーク、調査内容を

もとにした学習成果（探究ポスター）作成と３日間のスケジュールとしてま

とめ、このプログラムを合計３回実施した。

　本プログラムは中学校・高等学校での利用を意識しているものの、３日間

連続の全日プログラムであり、平時の時間割内での実施は難しい。設定とし

ては、遠足や研修旅行等、通常とは異なる時間割を組める状況下での実践を

想定していると理解されたい。そのため、本プログラム自体は学校という文

脈に特有のものではなく、たとえば、社会教育等での活用も見込まれる。

　本プログラムは、古写真を用いて特定地域の概観について学ぶ側面があり、

学校教育としては歴史教育や地理教育に向いている。その一方で学習体験と

して観察とそれに基づく推理、さらに実証・論証という学習プロセスが内在

し、応用次第で他教科でも利用可能なスキルの習得が期待できる。そのため、

本プログラムは特定の教科教育に限定されるわけではなく、探究に必要な基

本的スキルの習得を目指すということも企図している。ただ、このような教

科教育や探究的な学習一般での位置づけは、稿を改めて吟味する。また、本
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報告では学習効果の測定や実践の理論的背景などは紙幅の関係上、扱えない。

同じく稿を改めて議論したい。本報告では本プログラムの着想について簡単

に触れ、試行の内容と経緯について記載し、その内容を記録しておきたい（１）。

（２）本プログラムの着想

　さて、試行の記録に先立ち、本プログラムの着想となった出来事を説明し

ておきたい。本プログラムはシンプルな学習活動を基本としていることもあ

り、類似した実践は潜在的に多く存在すると思われる。実際に、ある研究会

で本プログラムを報告した際にも、類似した実践を知っているという話を伺っ

た。また、筆者（蒲生）が高等学校に勤めている際、同僚の先生がクラスの

遠足で事前に行き先となる場所の写真を複数撮影し、写真の場所を探して指

定フィールドを巡るスタンプラリーのようなグループ活動を行っていたこと

も思い出された。しかしながら、筆者の直接的な着想は以下に挙げるオンラ

イン上で拡散された出来事である。そこには古写真を使った観察と推理、実

証・論証という本プログラムの基本的図式が発見される。

　フリーライターの大竹敏之がその出来事をまとめているので、簡単に見て

おきたい（２）。発端は2017年12月に在野のコンクリート像研究者である「つる

ま」氏（３）が Twitter にアップした１枚の白黒写真であった。そこには林を

背景に建てられた足場も残るまだ完成間もない巨大な観音像があり、その周

囲に沢山の人々が集まっていた。この写真には「この観音像が撮影された場

所、年代を探しています。どこにあった（ある）ものなのか、全く不明なの

です。年代は昭和初期～20年代と推定されます」というメッセージが添えら

れていた。この投稿に沢山のリプライ（返信）がつき、様々な推理が展開さ

れた。

　このリプライの投稿から、つるま氏は解決の糸口を見つけ、その仏像が台

風によって損壊し撤去された、長崎県松浦市の青島にあった子安観音である

ことを突き止める。つるま氏は「あえて写真の入手経路などはふせて情報を

最低限しか明かさず、みんなに想像を膨らませてもらおうと考えました」と

述べている。

　１枚の古写真を手がかりに、写真を観察、議論して推理を膨らませ、史実

を実証・論証し解明していくプロセスは、オンライン時代の集合知の典型例
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であると共に、研究が持つ醍醐味を感じさせるものであった。探究的な学習

プログラムを開発する際、この出来事が思い出され、これを下敷きに学習活

動を構成することにした。

２．プログラム試行について

（１）プログラムの概要

　本プログラムの基本的な学習活動は、指定された古写真をもとにそれが現

在のどの場所でどの角度から撮影されたものか、推理し、実際にその場に行っ

て撮影、さらにどうしてそのような推測をしたのか、根拠をあげて実証・論

証することである。着想の背景となった出来事は、事前情報がほとんどない

状態から分析が行われていたが、本プログラムでは、指導・実施上の都合か

ら特定の地域を事前に設定し、その地域の古写真を収集し、学習者に配布し

た。学習者は特定の地域に絞って調査・フィールドワークが行えるようになっ

ており、活動自体に地域学習の側面も存在している。この学習活動を通じて、

学習者は歴史学的な論証の一端を体験し、史料の取り扱いやフィールドワー

クについて学ぶことを期待できる。

　なお、「古写真」は、現在から見て過去と感じられる景観や風習を収めた

写真を意味するが、その定義は不明瞭で、現在の地点が変化すれば過去の範

囲も変わる相対的なものである。ひとまず本プログラムでは厳密な定義は避

け、明治期から昭和期にかけての「古写真」を教材として活用している。本

プログラムは「現在」（2018年度）と、写真として記録可能で学習者が過去

と実感できる程度の「過去」（明治～昭和期）との対比によって行われる学

習活動なのである。

　さて、対象となる地域は、大阪市中央区の繁華街である「道頓堀」である。

当該地域は江戸期に成安道頓ら（1533-1615）によって開削が開始された南

堀河（道頓堀）に端を発し、その周囲に出来た芝居小屋によって形成された

繁華街である。現在はかに道楽やグリコの看板など、大阪のシンボリックな

景観、そして観光名所となっている（４）。実践フィールドとして定義した範囲

は道頓堀川を挟んだ南北500メートル、西は四ツ橋筋、東は堺筋の東西１キ

ロメートルである。
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の写真」であり、「この写真ライブラリーには、戦前・戦後の大阪市政や大

阪市民の暮らしに関するさまざまな写真が含まれており、近代大阪の姿を捉

えた貴重な歴史資料」である。両データベースにて「道頓堀」をキーワード

に該当した古写真を利用した。

（２）プログラム試行の内容

　本プログラムの試行回数は計３回である（表１に詳しい内容をまとめてい

る）。時期は１回目が夏休みに当たる2018年８月、２、３回目は春休みに当た

る2019年３月での実施となった。実施場所に関してはプログラム内容の微調

整に伴い変更されている。学習者は、１回目は中学生、その後は高校生となっ

ている。

　運営体制については、蒲生が全ての試行に参加、西田は１回目と３回目２

日目のフィールドワークでの参加となっており、３回目は学習者の人数拡大

に伴い、大学生３名に学習者の学習支援（見守り含む）として応援を頼んだ。

　学習活動は基本的にグループで行いつつ、最終的な学習成果（探究ポスター）

は個々人での作成となった。１回目は５人を２グループに分けた。２回目は

　このプログラムで使用する教材は主に

「長崎大学附属図書館　幕末・明治期日

本古写真メタデータ・データベース」（５）

で公開されている幕末・明治期の道頓堀

の古写真である（図１上）。このデータベー

スは、当該ウェブサイトの説明によると、

「日本各地で撮影された写真約7,700点

を収集した国内最大級の古写真コレク

ション」であるという。また、参加する

学習者が増加したため、３回目の試行で

は「大阪歴史博物館『昔の大阪』写真ラ

イブラリー」（６）に掲載された古写真も利

用した（図１下）。当該ウェブサイトの

説明によると「2013年３月に解散した財

団法人大阪市都市工学情報センター所蔵

図１　使用した古写真の例
（上：長崎大学　下：大阪歴史博物館）
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３人１グループとした。３回目は13人を３グループで分けて実施した。大学

生の学習支援を１グループ１人で付け、３日間でローテーション交代とした。

１回目に関しては、オプションの日程として2019年１月12日に学習者が所属

する奈良県立の中学校に蒲生と西田が出向き、半日程度で個々のポスターを

グループポスターにまとめる学習活動を実施した（予定外の活動だったため、

表１には記載していない）。学習者の募集は、蒲生がこれまでの研究教育活

動で培った現場の先生方とのネットワークを活用して行った。

　１回目・２回目の実践に関しては、第３回 IBL ユースカンファレンス（７）

にて学習成果の発表を行った。グループポスターとして各１件の発表となっ

ている。

　試行に際しては、学習者の交通費および昼食費は筆者側で負担し、さらに

研究協力謝金を支払っている。また活動中の事故等に備え、日帰りの国内旅

行総合保険に加入している。さらに、学習者及びその保護者には、事前に実

践研究の趣旨や倫理的配慮に関する内容を書面で説明、納得の上で、学習成果

の分析・発表や活動中の撮影等に関する研究協力承諾書に署名を頂いている。

３．プログラム試行の記録 

（１）１回目試行について

　１日目の８月６日は９時30分に大阪メトロ谷町四丁目駅に集合し、大阪の

歴史に関する基礎知識を得るために、大阪歴史博物館を見学した。大阪歴史

博物館は大阪市営の博物館であり、地上13階の高層ビルのうち、10階から７

階までが展示室となっている。入館すると10階の古代の展示から始まり、以

表１　試行の記録の概要

１回目 ２回目 ３回目

時　期 2018年８月６、８、10日 2019年３月２、３、５日 2019年３月24、25、26日

場　所

大阪歴史博物館、大阪市中央

図書館、道頓堀近辺、総合生

涯学習センター

同左
大阪歴史博物館、道頓堀近辺、

難波市民学習センター

学習者 奈良県の中学生の２年生５名 大阪府の高校３年生３名 大阪府の高校２年生13名

運　営 蒲生、西田 蒲生のみ
蒲生＋大学生３人、２日目西

田参加
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降７階までの常設展を見学する中で、古代から近現代へと至る大阪の歴史を

学ぶ構造になっている。

　この見学・説明に関しては西田が担当した。道頓堀に関する展示は９階の

中世・近世フロアにあったが、この時点で学習者には課題が提示されていな

かったため、十分にその展示についての意味づけが出来なかった。見学は概

ね９時30分の開館から、エントランスでの簡単な説明を経て、12時頃まで行

われた。

　その後、大阪メトロで西長堀駅に移動し昼食を取り、14時頃から大阪市西

区の大阪市立中央図書館で調べ学習を開始した。大阪市立中央図書館では、

事前に図書館の担当者の方に５階会議室を手配してもらい、そこで２班に分

かれグループ学習を行うこととした。このときに初めて古写真（２グループ

合計11枚。１人２枚当たるようになっており、１枚他の写真と重複するもの

が混ざっている）を配布し、学習者は課題の説明を受けた。その後、グルー

プ内で古写真を分担し、大阪市中央図書館３階の大阪コーナーで古地図や書

籍等を閲覧し、それぞれの場所を推理する段階になった。終了時刻となった

図２　試行１回目の様子
（左上：大阪歴史博物館見学　右上：大阪市立中央図書館作業

左下：法善寺横丁　右下：とんぼりリバーウォーク）  　　
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17時ごろには、それぞれの古写真の撮影場所について目星をつけている様子

であった。

　２日目の８月８日は９時30分に大阪メトロなんば駅（四ツ橋筋）に集合し、

西田が先導しながら歴史的知識と土地勘を得るためのエクスカーションを行っ

た。経路は四ツ橋筋から西に向かって道頓堀（南側の通り）を歩き、途中で

法善寺横丁に入り、法善寺に参拝、名物「夫婦善哉」に立ち寄り、上方浮世

絵館という民営の博物館を見学した。この博物館の最上階にかつての道頓堀

にあった芝居小屋の古写真が飾られており、大きなヒントとなった。再び道

頓堀に戻り、東端にあたる堺筋日本橋に到達後、北上して宗右衛門町通りを

西に進み、戎橋を南に下り、かに道楽前に12時30分に到着し、約３時間のエ

クスカーションを終えた。

　その後昼食をとり、14時から２つのグループに分けてフィールドワークを

実施した。それぞれ蒲生と西田が付き添いをした。学習者はグループごとに

古写真の場所と思しき景観をそれぞれ写真に収め、写真撮影後も道頓堀のフィー

ルドワークを続け、終了したのは16時30分頃であった。

　３日目の８月10日は大阪メトロ梅田駅からほど近い、大阪駅前第２ビルに

ある大阪市立生涯学習センター、総合生涯学習センターに９時30分に集合し、

個人ポスターを作成した。作業はメディア研修室を利用しパソコンを使いな

がら、Microsoft PowerPointで行った。しかし、パソコンの動作が遅く（所

謂「重い」）、また、初回ということもあり印刷準備が十分ではなかったとい

うこと、さらに学習者がパソコン操作に慣れていなかったというトラブルが

重なったこともあり、作成作業は難航した。しかし、それでも最終的には終

了予定時刻の17時までに、全員ポスターを完成させることができた。３日目

のトラブルとその対応は初日の博物館見学とならび、２回目以降の反省点と

なった。

　その後、第３回 IBL ユースカンファレンスへの参加に向け、オプション

の４日目として、2019年１月12日に蒲生・西田で学習者が所属する奈良県立

の中学校に赴き、その一室を借り、半日かけて個人の探究ポスターを１部の

グループポスターに集約した（活動時間は13時から17時まで）。このグルー

プポスターをもとに３月21日に第３回 IBL ユースカンファレンスに参加し、

発表活動を行い、プログラムは終了となった。
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（２）２回目・３回目の試行について

　１回目のノウハウをもとに、２回目・３回目の試行を展開していった。

　２回目に関しては参加者が３名と少なかったこともあり、蒲生単独での指

導となった。１回目との変更点は図書館と博物館の利用方法であった。１回

目は課題が不明瞭なままだったため、博物館の展示を見学する際に十分な意

味づけが行えなかった。この点を考慮して１日目の博物館と図書館の利用を

逆にして、午前中に図書館、午後に博物館と順序を変更した。また、参加者

が少なかったこともあり、図書館では学習スペースとなる会議室を手配しな

かった。

　１日目３月２日は９時30分に大阪市立中央図書館に集合し自己紹介後、教

材となる古写真（11枚。１人３－４枚担当することになる）を３人に渡し、

そのまま、３階の大阪コーナーに移動し、調べ学習を開始させた。

　大阪市立中央図書館は大阪市内でも有数の巨大図書館であり、調査活動な

どに十分に活用できるのであるが、2018年度現在ラーニングコモンズが整備

されていない。今回は少人数ということもあり会議室を手配せずに、学習者

に対しては他の図書館利用者に邪魔にならないように小声ないしは周りの迷

惑にならない場所に出て相談しながら調べ学習を行うように指示をした。調

べ学習は12時まで続いた。

　図書館での調べ学習後は、昼食を取りタクシーで大阪歴史博物館に移動し、

14時頃から博物館見学を行った。１回目とは違い、見学に関しては一定の意

味づけを行うことが出来た。見学は16時30頃まで続いた。その後、近隣のカ

フェにて学習者はグループでのミーティングを行った（18時頃まで続いた）。

　２日目の３月３日は、１回目と同じ手順でエクスカーションとフィールド

ワークを行った。今回は蒲生が１人で案内と解説を担当した。１回目とタイ

ムスケジュールは同じであったが、フィールドワーク終了後は近隣のカフェ

にて前日と同じくミーティングを行い、16時30分頃には終えている。

　３日目の３月５日は、１回目と同じく大阪市生涯学習センター（総合生涯

学習センター）を利用したが、このときは研修室を手配したものの、パソコ

ンではなく手書きでポスターを作成した。９時30分に開始し、２名は17時ま

でに完成したが、１名は中日（４日）に自身で調査した内容をポスターに盛

り込むなど丁寧に作り込んでいたこともあり、18時30分過ぎまでかかった。



64

センターの利用は17時までであったので、それ以降の学習活動は近隣のカフェ

にて行った。

　３回目の問題は人数の増加であった。高校生とはいえ未成年の活動であり、

そもそも大人数になることを考えれば（３－５名の学習者が13名と３倍近く

になった）、フィールドワーク等での大人の付き添いは必須であった。また、

西田が日程上、２日目のみの参加になるため、フィールドワークにおける学

習支援と見守り人員が必要になった。そのため、３回目に関しては大学２年

生３名を学習・運営支援につけることにした。３名中１名は高校生時に蒲生

より探究的な学習の指導を受け、彼を含めた２名は、IBLユースカンファレ

ンスの第１回目からスタッフとして関わってくれており、探究についての素

養は一定以上有している。残る１名はこの２名の推薦であった。

　さらに、３回目は３グループあったので、人数的にも、また教材開発的に

もバリエーションを増やす必要があった。そこで、大阪歴史博物館の「『昔

の大阪』写真ライブラリー」を利用することとした。配布した古写真は１・

２回目の11枚に加えて、新たに11枚を追加し、各グループでなるべく重なら

ないように調整を行った（１人２枚担当するようになっている）。

図３　試行２回目の様子
（左上・右上：料理屋への聴き取り　左下：ポスター作り　右下：発表風景）
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　また、一定規模の人数であるため、大阪市立中央図書館の会議室では対応

が難しく、また、図書館から博物館への移動も、時間のロスが懸念事項であっ

た。そこで大阪歴史博物館２階に併設されている「学習情報センター　なに

わ歴史塾」という図書スペース（約6,000冊の大阪関連の蔵書）を利用する

ことにし、さらに「なにわ歴史塾」の向かいにある、大阪歴史博物館第１会

議室を作業スペースとして確保することとした。また、博物館の閲覧は午後

から３グループを順次、蒲生が引率するかたちで実施した。学習・運営支援

は３日間でローテーションするようにしてそれぞれのグループの活動を見守っ

てもらい、昼食等に関しての費用処理も担当してもらった。また、学習者の

様子も観察してもらった。

　それ以外の１・２回目との相違点としては、１日目の上方浮世絵館が閉館

日で見学できなかったこと、２日目の道頓堀のエクスカーションは人数の関

係から蒲生班と西田班に分かれ、これまでと同じルート（西田班）、戎橋か

ら宗右衛門町通りを経由して堺筋側から道頓堀へと入り、法善寺に向かうルー

ト（蒲生班）をとったこと、事前の調べ学習が十分であったこともあり、２

日目午後のフィールドワークがグループによってはかなり早く終わり、15時

図４　試行３回目の様子
（左上・右上：フィールドワーク風景　左下：エクスカーション風景　右下：ポスター作成）
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頃には解散し各自で道頓堀の散策となったところもあったこと、３日目の学

習成果作成が大阪市立生涯学習センター、難波市民学習センターで行われ、

グループによっては16時頃には終了し解散したものもあったこと（一方で17

時半過ぎまで続けたグループもあった）などである。

４．評価と課題点

　本プログラムは学習者の自由参加、自己調節によって成り立っているアク

ティブ・ラーニングである。その際、探究＝研究としての質をどのように担

保するのかが肝心になる。１回目に関しては、ポスター作成時の推理・推論

について矛盾するものも見られたが、グループで集約した際に議論の集約が

行われた。２回目に関しては、時間の超過という点で課題はあったものの、

１回目で得られたノウハウ等が成果の質的向上につながった。３回目に関し

てはサポートに入った大学生が点検を入念に行い、成果の質的向上に貢献し

た。

　これらの点を考慮した上で、成果物に注目して第三者による評価を記載し

ておきたい。１回目、２回目の参加者はそれぞれグループでの探究成果とし

てポスターをまとめ、第３回 IBL ユースカンファレンスに参加した。４段

階評価のうち、ともに２段階目の評価である銀賞として一定の評価を得た（IBL

ユースカンファレンス及びその評価については、蒲生、2019を参照）。その際、

大阪の博物館関係者にイベントの案内を送り、うち一名の学芸員の方の参加

があり、両チームの発表に対して専門家の観点からご指導をいただいた。後

日当該の学芸員の方からお話を伺う機会があり、モニターの主体性や意欲を

強く感じることができたとのコメントを頂いた。

　このように学習活動として成果物に着目した場合、一定の評価が得られた

本プログラムであるが、本報告ではプログラムの構造や外形的な観点からの

評価と課題点を以下に記しておきたい。

　本プロムラムは、古写真を中心に、古地図・文献・聴き取りと、教材とな

る「モノ」の幅を広げることで、学習者の発達段階に合わせた展開が検討で

き、実際に中学２年生から高校３年生までと幅広い実践が可能であった。

　古写真自体は学術機関のデータベースはもとより、古本屋で売られている
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ポストカード、地域の古老や旧家が所持しているものなど、比較的手に入り

やすいアイテムであり、現代史に焦点を当てる場合であれば、大阪歴史博物

館の資料のように、昭和期の写真も教材として活用できる点が明瞭になった。

近世以前なら絵巻物や名所図会、絵地図などの利用も考えられる。

　また、博物館等、社会教育施設との連携が可能な学習プログラムであり、

教員が探究ポスター作成までの指導、学芸員等が史料の提示と推論の妥当性

の分析と、役割分担を明瞭にすることができる。博物館や図書館所蔵の図画

資料を用いるだけでなく、展示物や所蔵資料との関連づけが容易であり、社

会教育施設の日常的な利用にも繋げられる（授業外学習の促進と関連する）。

学校側としては遠足や修学旅行に活用し、事前事後学習を行うことで、充実

したエクスカーションを実施することができる。学年進行と関わらせること

も可能である（毎年、対象地域を変更して実施することも、同一地域で古写

真の難易度を変更させて実施することも可能であろう）。

　今回は大阪道頓堀を対象地域としたものの、同様の実践は全国各地で展開

できる可能性が高く、このプログラムは単発の教材パッケージというよりも、

ある種の探究的な学習のフォーマットとしてブラッシュアップすることがで

きればと考えている。

註釈

　学習効果測定に関しては、2019年度日本地理教育学会及び日本質的心理

学会にて、蒲生・西田名義で報告を行った。また、背景となる理論的課

題については西田・蒲生、2019を参照。

　大竹敏之（2017）「ネット沸騰の『謎の大観音』捜索劇。感動秘話と投

稿者の意外なホンネ」（https://news.yahoo.co.jp/byline/otaketoshiy

uki/20171209-00079094/　最終確認：2019年11月24日、以下 URL の確

認日については同じ）参照

　つるま氏の Twitterアカウント（https://twitter.com/clane_2015）・ウェ

ブサイト「コンクリート像を見にゆきます（仮）」（http://shounkonkurikobo.

blog.fc2.com）参照

　「道頓堀年表」道頓堀商店会ウェブサイト内（http://www.dotonbori.or. 

jp/ja/chronological/index.html）参照
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　長崎大学附属図書館　幕末・明治期日本古写真メタデータ・データベー

ス（http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/jp/）

　大阪歴史博物館『昔の大阪』写真ライブラリー（http://www.mus-his.

city.osaka.jp/collection/photo.html）

　第３回 IBLユースカンファレンス（https://ibljapanconference.wixsite.

com/index/3）
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